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図2　社区サービスの実態図
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サービスの基準が低く、「尊厳のある老後生活」に
は少し距離があるように考えられる、一般高齢者
は社区サービスの利用、サービスの購入等によっ
て、老後の安定的な生活が可能であるが、一方で
購入できるサービスに制限があり、第三次産業と
して発展している営利サービスでは安心して利用
できない部分もある。低所得高齢者層は、この中
で利用可能な資源が一番乏しい階層であり、一層
の支援の拡大が期待される。
　これらを踏まえ、課題として公的サービスの不
足、家族の介護力に応じた支援の欠如、社区と施
設の連携の問題が浮き彫りになった，
　第4章では施設に入所した高齢者の生活実態を
中心に行った調査をもとに、入所施設の高齢者が
抱えている生活問題を明らかにした。調査は2つ
の部分で構成され、まず調査の協力を得た3つの
施設に入居している利用者の基本属性や入居期間
等データ、関連記録及び資料、管理職に対するイ
ンタビューを通して、入所施設の利用者像を明ら
かにしたfi次に本調査への協力を得た利用者53名
を対象に半構造的面接を行い、入所要因を含む入
所プロセス及び入所生活の実態を明らかにしたr
　第一段階の調査では工高齢者入所施設による利
用者選別、②サービス対象の混迷化、◎・あまり長
くない入所期間、④「安い」入所費用と施設の有
効利用率という結果が得られており、第二段階の
調査では【問題の顕在化】、【物質的基盤】、【入所
への抵抗感】、【受容と相互理解】、【落ち着いた日
常】、【心地が違う入所生活】、【将来への不安】の
7つのカテゴリーを抽出し、高齢者の入所プロセ
スと入所生活の受容過程を明らかにした。
　入所段階で「自立度が高い高齢者」を優先的に
入所させていることから、介護度の高い高齢者は
入所施設から排除される傾向にあり、高齢者入所
施設は介護度の高い高齢者の老後生活の受け皿に
なっていないことが分かった。高齢者入所施設は
高齢者入所施設としての機能を明確にし、所得支
援を行うことによって誰でも福祉ニーズがあれば
利用できる施設にして行くことが課題である．入
所施設の利用者として受け入れを拒んでいる介護
度の高い高齢者の支援については施設側が積極的
に受け入れる体制を整えることが必要である，介
護度の高い高齢者を受け入れる体制を整え、家族
の介護力に応じて、様々な側面での支援体制を整
えることが急務である．
　第5章では利用者サイドに視点をおき、高齢者
の生活状況と老後の生活に対する意識を明らかに
し、その結果と現行高齢者施策を照らし合わせる
ことによって、第3章及び第4章とは異なる高齢
者の視点から施策の課題を考察した。
　高齢者生活支援施策が国民のニーズを充足させ
るためには、国民の老後の価値観に準じた枠組み
設計が必要である。そのためには現在の高齢者の
老後の過ごし方に関する一般的な価値観を理解す
る必要があり、また変化していく価値観に対応し
なければならない。本章ではこれらを踏まえ、ア
ンケート調査を通して高齢者の生活状況と、老後
の生活に対する意識を解明した。
　調査結果に基づき、以下のことが導き出され、
（1）低所得高齢者の制限された生活、（2）医療
保健サービスのニーズ、（3）地域住民間の安定し
たネットワーク、（4）顕在化されていない介護ニー
ズ、（5）社区サービスへの理解の欠如、（6）変
化していく養老観、これらに対する今後の取り組
みを検討した。
　今後高齢者たちに現在の高齢者施策の方針を広
く知ってもらい、適切なサービスを選択して利用
するように支援することが必要である。また　何
を利用するか（サービスの性質）、どのくらい利用
するか（サービスの量）、誰によるサービスを利用
するか（サービスの提供者）」を考えなければなら
なく、これらに関する決定権を誰が持つべきかを
決めなければならないと考える。
　終章では以上の内容を踏まえ、中国がこれから
取り組むべき6つの課題を日本の高齢者生活支援
における経験を参照しながら検討を行った。また、
中国における高齢者生活支援システムの構築につ
いて論述した．
　まず取り組むべき6つの課題は1．高齢者関係
立法の確立、2．低所得高齢者に対する支援の強化、
3，家族の介護力を視野に入れた介護サービスの
整備、4．高齢者福祉サービスの情報不足の解消、
5，社区・施設の連携、6．公的責任のあり方と
社区の位置づけ、である一
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　次に以上の結果を踏まえ、中国型の高齢者生活
支援システムの構築について検討を行った。まず、
法制度の整備は高齢者生活支援システムを構築す
る前提条件であると考える．次に、高齢者に対す
るサービス体系の整備を行うことである。具体的
には所得別階層を細分化し、経済的な側面から支
援する仕組みを形成することと、高齢者に対する
サービス体系を設定することである。施設と社区
の連携を図り、情報共有が出来るような仕組みを
作り、責任主体を明確にする。このように高齢者
に対するサービス体系の枠組みを設定し、地域の
状況に合わせて生活支援サービスを具体化してい
き、そのシステムとして表れているのが生活支援
システムである。施設と社区の連携を図りながら、
高齢者の生活に必要なサービスを充実していき、
地域全体で福祉サービス供給体制を形成し、高齢
者生活支援システムを構築していくべきである．
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